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第１分科会 保育所実習における保育現場と保育士養成校の協働 

司 会 者･･･郡山女子大学短期大学部  教授 小林 徹 氏 

発題者Ⅰ･･･郡山市開成保育所  副所長 小桧山 久子 氏 

発題者Ⅱ･･･学校法人 保原シャローム学園 認定こども園上保原 

園長 藤田 喬士 氏 

 

 

◇趣 旨 

保育所実習は、学生が養成校において授業等で学んだ知識や技能を現場で実際に活かす機会であ

り、保育現場で保育士の実践を間近に感じ具体的な職務内容等を学ぶことで、近い将来専門職とし

て働く自分をイメージする重要な取り組みです。また、保育所等の実習施設と養成校が協力して人

材を育てる大切な場面でもあります。 

今年4月27日付で一部改正された「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」の別

紙 2「保育実習実施基準」では以下のように述べられています。 

「4 保育実習の実施に当たっては、保育実習の目的を達成するため、指定保育士養成施設の主た

る実習指導者にのみに対応を委ねることのないよう、指定保育士養成施設の主たる実習指導者は、

他の教員・実習施設の主たる実習指導者等とも緊密に連携し、また、実習施設の主たる実習指導者

は、当該実習施設内の他の保育士等とも緊密に連携すること。」 

 ここでは、指定保育士養成施設（養成校）と実習施設（保育所等）が緊密に連携するだけでな

く、それぞれの施設内でも教員や保育士等どうしが連携することが求められています。逆に言え

ば、この記述は全国の保育所実習を巡る関係者が「連携しにくい」状況に陥っていることを物語っ

ているようにも感じられます。 

本分科会は昨年度、保育所等と養成校の協働という視点に立ち、保育所等と養成校が共に手を取

り合って、将来の保育士を育てていく保育所実習の在り方について議論を始めました。待機児童解

消を目ざした保育所等の新増設に伴う保育士需要の高まりに対して、保育士不足の激化はますます

深刻さを増しています。行政はこの難局の打開に向け、できる限りの手を尽くしていますが、出口

が見えない状況です。このような時だからこそ、保育所等と養成校が危機感を共有し、互いの役割

を理解し、目ざす方向性を確認し、共に手を携える必要があると感じています。 

そこで本分科会では、実習指導の経験豊富な保育所等からの発題を受けて、これまで保育所等と

養成校の双方で指摘されてきたさまざまな課題を明らかにしながら、参加される皆様と共に、実践

力のある保育士を養成する道を探っていきたいと思います。 
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発題者Ⅰ  郡山市開成保育所 副所長 小桧山 久子 氏 
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発題者Ⅱ   学校法人 保原シャローム学園認定こども園上保原 園長 藤田 喬士 氏 
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第２分科会 『施設実習における保育現場と保育士養成校の協働』 

司 会 者･･･会津大学短期大学部 教 授  市川 和彦 氏 

発題者Ⅰ･･･社会福祉法人 児童養護施設 白河学園 

副園長  鈴木 栄一 氏 

発題者Ⅱ･･･社会福祉法人 牧人会 理事長 福祉型障害児入所施設 

白河めぐみ学園・白河こひつじ学園 

園 長  山下 勝弘 氏 

 

◇趣 旨 

施設実習には多くの施設の種別があり、乳児期から高齢期まで利用者の年齢層も幅広く、入所理

由も様々なものがあります。本分科会では施設職員と養成校の教員とが本音で意見を述べる機会と

して、それぞれの役割や課題をふまえて、協働のあり方を議論します。今回のセミナーの大会主題

にもある「実習」「就職」「研修」に分けて探っていきます。 

「実習」について、養成校は学生に対して授業や実習指導を通し、施設の機能や役割、利用者の

状況について種別ごとに理解させます。また、実習開始までの事前学習の到達度を確認しながら指

導を行っていますが、種別によっては保育の知識や技術ばかりでなく、療育、自立支援といった視

点を含んだ援助の理解も必要となります。実習中のルールやマナーの遵守を伝えることも、養成校

では重要なものになります。 

施設実習は約１０日間という短期間の実践ですが、学生はそれまでの価値観を揺さぶられるよう

な様々な経験を通して、自身の保育観や福祉観を育む機会となります。施設実習ほど実習前と実習

後とで学生自身の中に大きな変化をもたらす実習はありません。そこには利用児者（当事者）から

の学びとともに、施設職員からの助言、指導が大きく作用しているといえます。実習と実習指導の

あり方について、さらに連携を深め、協働してできることを探っていきます。 

次に「就職」としての児童福祉施設等について考えます。保育士資格を取得する学生の多くが保

育所や幼稚園に就職することを希望します。施設に勤務する保育士や支援員についてはその専門性

の理解のため、授業や実習があるとはいえ、決して多くの学生が選択する職業ではない現状があり

ます。人材不足は施設等も同様であり、施設等で働く保育士の魅力をどのように伝えたらよいか、

養成校と施設の連携のあり方を探っていきます。 

 最後に「研修」について考えます。児童福祉施設等で勤務する職員にはそれぞれの専門性があり、

これまでも年間を通して様々な職員研修が実施されてきています。待遇の改善とともに「専門性」

「援助の質」の向上等、社会的評価を押し上げることが早期離職の防止にもつながります。卒業し

ても学び続け、専門職として成長し続ける職員を支えるため、養成校と施設が協働して研修を行う

仕組みを探っていきます。 
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発題者Ⅰ  社会福祉法人 児童養護施設 白河学園 副園長 鈴木 栄一 氏 
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発題者Ⅱ   社会福祉法人牧人会理事長 福祉型障害児入所施設白河めぐみ学園・白河こひつじ学園長  山下 勝弘 氏 

 

施設実習における保育現場と保育士養成学校の協働 

 
社会福祉法人 牧 人 会 理事長  
福祉型障害児入所施設  
白河めぐみ学園・白河こひつじ学園 

園 長 山  下  勝  弘 

 

１、福祉施設における実習生受入れの現状とその課題 

(1）実習生の受入れ状況 

   可能な限り最大限の受入れ体制。  課題＝宿舎、生活環境の整備。 

(2) 実習生の受入れに関連する課題 

   A 実習生の実習時期と養成校の教育カリキュラムの関係 

      施設実習時期の実習生の教育課程の履修状況によって、学生の習得知識に格差が発生し実習適応に困難な 

状態の発生。   

   B 実習生の意識と姿勢 

   義務的意識で実習。参加意欲の低下傾向。消極的参加姿勢。福祉領域就労を希望しない学生の増加。 

   C 職員の負担感の増加 

   実習生の生活意識の多様化。集団参加と適応に未成熟傾向。職員の負担感の増加。 

 

２、養成校と実習福祉施設の当面の協力関係の構築 

(1) 養成校の実習に関する事前指導状況等の説明・情報提供の関係強化 

   関係資料（事例「保育実習の手引き」福島県保育者養成校連絡会作成）等に基づく学生指導状況。 

   実習生の履修済科目等に関する資料提供。 

(2) 養成校巡回指導実施内容と実習施設関係者協力関係の充実強化 

   巡回指導者と実習施設関係者間の協力関係の充実強化。 

(3) 福祉施設か提出した実習終了学生評価表に関する養成校からのフィードバック関係の構築 

   客観的に適切な評価を行うための連携。福祉施設職員に必要な評価基準の共有化。 

 

３、協働を前提にした福祉施設側の実習生受け入れに関する今後の方向性 

(1) 福祉現場就労志望者の育成強化活動 

   福祉施設が実習生受入目的に重視している就労希望者確保への協力体制の具体的構築。 

(2) 福祉施設現場職員の現任教育プログラムの一環としての位置付・認識 

   項目２の(3)との関連。福祉施設職員の研修支援強化への協力。 

(3)  共栄共存関係の実質的現実成果を重視した協働活動の展開 

   福祉施設へのボランティア活動を履修科目に設定・学習単位に認定。福祉施設関連情報の提供強化。 
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